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玄界灘に面して広がる福岡市は、古くから大陸との文化交流の門戸として発展を遂げてきました。
福岡市内には数多くの歴史的・文化的遺産があり、それらを保護し、後世に伝えることは、現在に生
きる私たちの責務であります。本市では、近年の著しい都市化の中でやむなく失われてしまう埋蔵文
化財の発掘調査を実施し、記録保存を行うことによって後世まで伝えるよう努めています。

　本書は、店舗建設に伴って実施された原遺跡第 36 次発掘調査の成果について報告するものです。
今回の調査では、敷地内で隣接して実施された原遺跡 20 次調査において確認されていた弥生時代の
大型建物の延長を検出したほか、弥生時代から中世までの遺構が発見されました。これらは、地域の
歴史を解明していく上で重要な資料となるものです。今後、本書が文化財保護に対する理解と認識を
深める一助になるとともに、学術研究の資料としてもご活用いただければ幸いに存じます。

　最後になりましたが、発掘調査から本書の作成に至るまで、事業主である株式会社ヤナセ様をは
じめ関係者の皆様にはご理解とご協力を賜りました。心より感謝申し上げます。

令和３年３月 25 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　教育長　星子　明夫



例言

 １．�本書は、店舗建設に伴って、福岡市早良区原六丁目 629 番１地内で福岡市教育委員会が実施した
原遺跡第 36 次調査の報告書である。調査は令和元（2019）年７月 16 日から９月７日にかけて実
施した。

 ２．�発掘調査および整理・報告書作成は、受託事業として実施した。
 ３．�報告する調査の基本情報は下表のとおりである。
 ４．�本書に掲載した遺構の実測図作成は、調査担当の吉田大輔が行った。
 ５．�本書に掲載した遺物の実測図は立石真二が行い、吉田が補った。遺物の写真撮影は吉田が行った。
 ６．�本書に掲載した挿図の製図は、吉田が行った。
 ７．�本書で用いた方位は磁北である。
 ８．�調査で検出した遺構については、掘立柱建物をＳＢ、井戸をＳＥ、土坑をＳＫ、溝をＳＤ、小穴

をＳＰ、性格不明遺構をＳＸとし、遺構の種別にかかわらず 01 から始まる通し番号付した。
 ９．�本書に記載した輸入陶磁器類の分類については、太宰府市教育員会 2000「大宰府条坊跡ⅩⅤ -

陶磁器分類編 -」『太宰府市の文化財 第 49 集』に拠った。
 10．�本書に関わる記録類・遺物等の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵されるので活用された

い。
 11．�本書の執筆および編集は吉田が行った。

遺　 跡　 名 原遺跡 調 査 次 数 第 36 次 遺 跡 略 号 HAA–36
調 査 番 号 1930 分布地図図幅名 原 082 遺跡登録番号 0311
申 請 地 面 積 1,556.42 ㎡ 調査対象面積 294.0㎡ 調 査 面 積 192㎡
調 査 期 間 令和元（2019）年７月 16 日～９月７日 事前審査番号 30–２–1251 
調 査 地 福岡市早良区原六丁目 629 番１
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Ⅰ．はじめに

１．調査に至る経緯
平成 30（2018）年４月 25 日付で、福岡市早良区原六丁目 629 番１地内（敷地面積：1,556.42 ㎡）

における店舗建設工事に伴う埋蔵文化財の有無についての照会が、福岡市経済観光文化局文化財活用
部埋蔵文化財課宛てになされた（事前審査番号：30- ２-1251）。照会地は周知の埋蔵文化財包蔵地で
ある原遺跡に含まれていること、また敷地の南側は平成 11（1999）年に第 20 次調査が実施されており、
弥生時代中期後半の竪穴住居や掘立柱建物をはじめとする遺構が確認され、また周辺でも西側で２次・
５次・14 次調査等が行われていることからも、照会地に遺跡が遺存している可能性が高いと考えら
れた。さらに今回の照会に伴って実施された確認調査でも、地表面下 120㎝で遺構面となり、柱穴・
小穴等の遺構が確認され、敷地全体に遺構が広がっているものと判断された。

これらを受け、遺跡の保全等について申請者と協議を行った結果、工事による埋蔵文化財への影響
が回避できないとして、敷地全体のうち工事対象面積 1,013.45㎡で、過去に第 20 次調査が実施された
部分を除いた、敷地の北側部分で店舗建設工事の際に影響を受ける 294.0㎡を対象として記録保存の
ための発掘調査を実施することで合意した。その後、令和元年（2019）年６月 28 日付で事業主体者
である株式会社ヤナセを委託者、福岡市長を受託者として埋蔵文化財調査業務委託契約を締結し、令
和元年（2019）年７月 16 日より発掘調査を、翌令和２年度に資料整理・報告書作成を行うこととなった。

２．調査の組織
調査委託　株式会社 ヤナセ
調査主体　福岡市教育委員会
　　　　　（発掘調査：令和元年度・整理報告：令和２年度）
調査総括　経済観光文化局文化財活用部埋蔵文化財課	 課長	 菅波正人	 （元・２年度）
	 同課調査第２係長	 大塚紀宜	 （元年度）
		  藏冨士寛	 （２年度）
	 調査第１係長	 吉武学	 （元・２年度）
庶　　務　同文化財活用課	 管理調整係	 松原加奈枝	（元・２年度）
事前審査　同埋蔵文化財課	 事前審査係長	 本田浩二郎	（元・２年度）
	 同課事前審査係主任文化財主事	 田上勇一郎	（元・２年度）
	 事前審査係文化財主事	 山本晃平	 （元・２年度）
調査担当　同埋蔵文化財課	 文化財主事	 吉田大輔	
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Ⅱ．遺跡の立地と環境

１．地理的環境
福岡市は玄界灘に北面し、背後に脊振・三郡山系をひかえ、これら山系から派生する丘陵によって

画される平野が展開する。各平野は、東側から粕屋、福岡、早良、今宿平野と呼称される。今回報告
する原遺跡は、福岡市の西側に位置する早良平野に位置している。

早良平野は、東側を平尾丘陵、南側を脊振山系、西側を脊振山系から派生した西山・飯盛山・叶ヶ
岳に囲まれ、北は博多湾に面し、平野の中央には室見川が貫流する。平野内にはいくつかの洪積台地
が点在するが、大部分は室見川と西から十郎川、名柄川、金屑川等の沖積作用により形成されたもの
である。また、室見川河口には愛宕山、麁原山等の第三紀の独立丘陵が存在する。一方、海岸部には
湾内の回流作用によって、生の松原、百道浜等の弓状の砂丘が形成される。砂丘の南側は古代におい
てはラグーンをなしていたと考えられる。

原遺跡は、平野の北側に位置し、室見川中流東岸に立地している（第１図）。標高約６～７ｍの低
位段丘上に広がる遺跡である。遺跡の西側を金屑川、東側を油山川（稲塚川）が流れ、それぞれに沿っ
て南北に形成された２本の自然堤防（東側を微高地Ａ、西側を微高地Ｂとする）とその間に挟まれた
低湿地が含まれる。中世以前には、遺跡の北側 600 ｍ程まで潟湖が入り込んでいたと推測されており、
海までの距離が比較的に近い地域であった。

油山川を挟んで東側には原東遺跡が、さらに東側には南北に延び、早良平野の東端を画す飯倉丘陵
上に飯倉遺跡群が立地する。また西側には標高約 10 ｍ前後で八つ手状を呈する洪積台地上に有田遺
跡群が展開している。

２．歴史的環境
原遺跡は、旧石器時代から近世にかけての複合遺跡である（第２図）。旧石器時代・縄文時代の明

確な遺構は確認されていないものの、これまでの調査において剥片石器や石鏃といった遺物が確認さ
れている。弥生時代では早期から中期にかけての集落跡が確認されており、主な遺構は微高地Ａ上で
実施された第５・８・14・16・17・20・26・28・33 次調査で検出されている。また低湿地で行われ
た第１次調査や第３次調査では水田遺構や水路等が確認されている。

古墳時代では、前期の遺構が第３・９・22 次調査で、後期以降のものが微高地Ｂ上で実施された
第 23・34 次調査で確認されている。古代では遺跡内北側を東西に官道が通ると推測され、第 10 次調
査ではその側溝とみられる大溝が検出された。この側溝は古代早良郡の条里地割りに一致しており、
西に位置する有田遺跡群で検出されている溝とつながる可能性が指摘されている。

中世の遺構としては、中世前期（12 世紀から 14 世紀）と中世後期（15 世紀から 16 世紀）の２時
期に大別される。中世前期で原遺跡がまず盛行するのは 12 世紀前半～中頃である。この時期の中心
となるのは遺跡の南側東寄りだが、12 世紀後半には北東側に中心が移動する。13 世紀後半～ 14 世紀
前半には縮小し、25 次調査等でわずかに当該期の建物等がみられる。

中世前期は微高地Ｂの北側と微高地Ａ、後期は主に微高地Ｂの中央部南側で遺構が確認されている。
中世前期の遺構は主に第２・４・５・６・10・14・26・34 次調査で検出されている。この時期の集
落は東西の微高地で３ヶ所ほどのまとまりがあり、いずれも掘立柱建物を主とした屋敷地が検出さ
れている。中世後期では、遺跡の南西部、微高地Ｂの中央部南側で実施された第９・22・25・27・35
次調査で、方形の大溝に囲まれた館跡が確認されており、溝の時期が２時期に分かれることから、館
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第1図　原遺跡および周辺遺跡位置図（１/25,000）
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第２図　原遺跡調査地点位置図（１/5,000）
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の拡張も指摘されている。地点ごとに中心となる年代はやや異なるが、14 世紀後半～ 16 世紀前半の
ものであり、福岡市博物館所蔵の『小田部文書』の「金丸孫七田地売地券」文明三年（1471 年）に
記載のある金丸氏との関連も指摘される。

遺跡の東側では、微高地Ａ中央で実施された 12 次地点を中心に 16 世紀の遺構・遺物が分布し、第
12・16・28・32 次調査においても区画溝と考えられる溝が確認されている。

Ⅲ．調査の記録
１．概要
１）  調査の経過

原遺跡第 36 次調査区は、早良区原６丁目 41 番地内 [ 住居表示：５丁目５-11] に所在する。調査前
は店舗で、既存建物が解体された後、概ね 0.25 ～ 0.3 ｍの盛土造成・整地が行われていた。盛土が行
われた時点の地表面の標高は約 4 ｍである。また、調査対象地の南側では平成 11（1999）年に第 20
次調査が実施されており本調査はその北側に接する形で実施した。現在、遺跡の周辺は北側に国道
202 号線が走り、店舗や住宅等が建ち並んでおり、過去の地勢を窺うことは難しい。敷地内は既存建
物の解体に伴って、調査着手時には周辺道路等よりもわずかに低くなっており、大雨の際には水没す
るような状況であった。

調査の対象は「Ⅰ．‐ １調査に至る経緯」に記したとおり、工事対象面積のうち第 20 次調査が実
施された部分を除いた、敷地の北側部分で店舗建設工事の際に影響を受ける 294.0㎡としたが、周辺
の安全対策上、実際の調査面積は 179㎡となった。

発掘調査は、令和元（2019）年７月 16 日に開始した。調査はまず、重機による表土剥ぎ取りに着手し、
その後機材の搬入や環境整備等を行った。重機により地表下約１ｍまで掘り下げ、暗灰黄褐色を呈す
る粘質土～シルト層上面で遺構・遺物を検出した。遺構検出面の標高は 3.1 ～ 3.4 ｍ程度である。調
査は、人力による遺構検出や掘削を行い、適宜、写真撮影や１/10・１/20 の図面を作成して記録した。
９月３日に全景写真を撮影し、記録等の作成を行った後、９月 7 日には埋め戻しを完了、機材等撤収
し、第 36 次調査の工程を完了した。

表１　原遺跡発掘調査一覧
調査
次数

調査
年度 調査成果・内容 報告等 調査

次数
調査
年度 調査成果・内容 報告等

1 S50 杭列・水田？・溝（弥生早～中期・古墳前期・中世前・後期）市報492 19 H8 集落（中世前期）、鏡埋納土坑（中世後期） 市報917
2 S54 溝（弥生中期）、土坑（古墳前期）、集落（中世前期） 市報544 20 H11 集落・瓦質土器・鋳型（弥生中期）、溝（中世前期） 市報688
3 S54 溝・杭列（弥生前～中期、古墳前・後期、古代、中世前期 ） 市報71 21 H12 集落（中世前期） 年報15
4 S55 土坑（中世前・後期） 市報64 22 H15 溝・土坑（弥生中期・古墳前期）、溝（中世前期）、館（中世後期）市報818
5 S56 集落（弥生中期・古墳） 23 H18 土坑・溝（古墳後期・古代～中世前期） 年報21
6 S57 土坑（古墳前期）、集落（中世前期） 市報213 24 H20 溝（中世後期か） 年報23
7 S57 集落（中世前期） 文化財だより３ 25 H21 土坑（弥生後期）、集落（中世前期）、土坑・溝（中世後期） 市報1129
8 S59 甕棺墓（弥生中期）、溝（古墳）、集落・墓（中世） 26 H22 集落（弥生早～前期）、集落・墓（中世前期） 市報1167
9 S59 竪穴建物・溝（弥生中期）、溝（古墳前期）、館（中世後期） 市報140 27 H22 館（中世後期） 市報1168
10 S62 土坑（弥生前期）、官道側溝（古代）、集落（中世前期） 市報215 28 H23 竪穴建物・土坑（弥生早～前期）、集落（中世前期） 市報1199
11 S63 市報266 29 H23 集落（中世前期） 市報1200
12 S63 集落（中世後期） 市報233 30 H23 石匙（縄文）・溝（弥生）、建物・溝（中世前期） 市報1199
13 S63 竪穴建物（弥生中期）、土坑（中世前期） 市報233 31 H23 溝（弥生）、建物・溝（中世か） 市報1201
14 H１ 竪穴建物（弥生中期）、集落（中世前期） 市報295 32 H24 溝・土坑（弥生早～中期・古墳後期）、溝・井戸（中世前期・後期） 市報1236
15 H１ 溝（中世前期） 市報266 33 H26 甕棺墓（弥生中期）、集落（中世）
16 H３ 集落（弥生前期）、集落（中世後期） 市報337 34 H27 集落（古墳中・後期・中世前期・後期） 市報1304
17 H７ 土坑（弥生前・中期）、竪穴建物（古墳か）、溝（中世前期） 市報444 35 H31 溝（弥生中期）、館（中世後期） 市報1400
18 H７ 建物・溝・土坑（中世前期か） 年報10 36 R１ 集落（弥生中期）、溝（古代か）、井戸（中世か） 本報告
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２）  調査の概要と基本層序
第 36 次調査地は、原遺跡包蔵地範囲の北東端に位置し、遺跡内を南北に延びる２つの微高地のうち、

東側の微高地Ａの先端部分にあたる。調査では、地表面下約１ｍの暗灰黄褐色粘質土～シルト層上面
で、掘立柱建物、井戸、溝、土坑、小穴、自然の落ち込み等を検出した（第６図）。調査区の基本的
な層序について、第５図に示した調査区北壁の土層図に基づいて記述する。北壁土層では、標高約 4.3
ｍの表土下に既存建物解体後の盛土・整地層が約 0.3 ｍにわたって確認でき、その直下に灰青色粘質
土の旧水田耕作土が約 0.4 ｍ、黄褐色粘質土（床土）が 10㎝程度ほぼ水平に堆積している。この旧水
田耕作土からは近世陶磁器も出土し、近世には水田化がなされたものと推測される。その下では粗砂
や礫が多く混じる暗褐色粘質土が 0.2 ～ 0.25 ｍほど堆積する。この層からは弥生時代から中世にいた
るまでの遺物が、多くはないが出土している。この遺物包含層は東から北側で厚く、南側から西側で
はやや薄くなっており、調査区の西壁土層では 0.15㎝程が確認できる。遺構検出面とした、暗灰黄褐
色粘質土～シルト層の標高は 3.1 ～ 3.4 ｍほどでほぼ平坦と言ってよいが、東・南側がやや高く、西側・
北側に向かって緩やかに低くなっている。調査で出土した遺物は多くなく、弥生土器・古式土師器・
土師器・輸入陶磁器類などある。小片が多く、全体でコンテナケース４箱分の遺物が出土した。

第３図　調査地点と周辺の遺構位置図（１/1,000）
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第４図　調査区位置図（１/500）
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◀遺構検出面
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第５図　調査区基本土層略図（１/10）
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第６図　遺構配置図（１/100）
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２．遺構と遺物
調査時に遺構検出面とした暗灰黄褐色粘質土～シルト上面で検出した遺構の種別ごとに報告する。

検出した遺構には、調査時に 01 から始まる遺構番号を付しており、欠番はあるが重複はない。以下
の報告にあたっても、原則として調査時の遺構番号を用い、この番号と遺構の種別を示す略号とを組
み合わせて表記する。また、掘立柱建物を構成する柱穴については、調査時点で付した番号を、整理
報告時にＰ 1 から順に振り替えている。

１）掘立柱建物（ＳＢ）（第７・８図）
調査では、調査区東側において２棟の掘立柱建物を検出した。この２棟はいずれも本調査の南側で

実施された第 20 次調査区の北東側で確認されている掘立柱建物１・２の延長と考えられる。

ＳＢ 90（第７図）　調査区の東側に位置する。Ｐ１～Ｐ３からなる建物で、第 20 次調査の掘立柱建
物１の延長と考えられるものである。第７図には、第 20 次調査で確認されている部分も含めて図示
した。今回の調査で確認できたのは、第 20 次調査掘立柱建物１の検出状況から南北方向が梁行、東
西方向が桁行とすると、梁行１間×桁行１間分である。第 20 次調査掘立柱建物１と合わせて考えると、
桁行５間（もしくはそれ以上）×梁行３間の規模となる。ただし、梁行方向の柱穴については本来で
あれば、第 20 次調査掘立柱建物１の柱穴１と今回確認できたＰ１の間にもう一つ柱穴が存在してい
たものと考えられるが、この柱穴は痕跡も含めて検出することができなかった。柱間は、桁行Ｐ２～
Ｐ３間が 2.0 ｍ、梁行Ｐ 1 ～Ｐ２間が 2.2 ｍ程を測る。柱穴の平面形と規模は、Ｐ１が長軸 1.0 ｍ、短
軸 0.8 ｍ、深さ 0.2 ｍの楕円形、Ｐ２が長軸 1.2 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ 0.16 ｍの略長方形、Ｐ３が長軸 1.0 ｍ、
短軸 0.6 ｍ、深さ 0.18 ｍを測る。上部は大きく削平されているものと考えられ、遺存状態は良くない。
埋土は黒褐色～褐色粘質土・シルト質土で、土器の小片がわずかに出土したのみである。Ｐ１からＰ
３の出土遺物については図示できるものはないが、いずれも弥生土器である。

第 20 次調査掘立柱建物１を構成する柱穴１～６についてみてみると、どの柱穴も比較的まとまっ
た略方形を呈し、一辺 0.7 ～ 0.8 ｍ程度の規模で、深さは 0.1 ～ 0.2 ｍ程度が残存している。建物の主
軸方位はＮ -59°- Ｗにとり、柱間は柱穴１から柱穴４までが順に、1.5 ｍ、1.3 ｍ、1.5 ｍを測る。柱穴
５と柱穴６については全体の形状は分からないものの、柱穴１～柱穴４と同様の略方形を採るものと
考えて、柱穴４～５間が 1.7 ｍ、柱穴５～６間が 2.2 ｍ程と想定される。これらの柱間は柱穴１～４
のものと比較するとやや広い。

今回検出したＰ１～Ｐ３は、第 20 次調査柱穴１～６の平面略方形で同程度の規模にまとまってい
る状況と比較すると平面形や規模もそれぞれ異なり、やや不整形な印象は否めない。底面の高さは、
標高 3.2 ｍ程度で比較的によくまとまっている。柱間については、桁行・梁行どちらも今回検出部分
の方がやや広くなっている。桁行のＰ３より東側の柱穴については検出できていないが、一定の間隔
で柱穴があるとするならば、調査区の東端に落ち込みがあることを考慮しても、この落ち込みとの間
にＰ３から続く柱穴が見出せるはずである。梁行のＰ１と第 20 次調査柱穴１との間にも柱穴の痕跡
は見出せなかったことも考えると、ＳＢ 90 とした今回の復元は再考の余地があるものと考える。

ＳＢ 91（第８図）　調査区の東側に位置し、ＳＢ 90 の東側に重なっている。Ｐ１～Ｐ５からなる建
物で、第 20 次調査で検出されている掘立柱建物２の延長と考えられる。第８図には、第 20 次調査で
確認されている部分も含めて図示している。今回の調査で確認できたのは、第 20 次調査掘立柱建物
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第７図　SB90実測図（１/80）
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２の検出状況とその記述を踏襲して、南北方向が梁行、東西方向が桁行とすると、梁行３間以上×桁
行１間分である。第 20 次調査掘立柱建物２と合わせて考えると、桁行７間（もしくはそれ以上）×
梁行６間の規模となる。ただし、調査区外にも柱穴が続いている可能性もあり、全体の規模はやはり
明確ではない。桁行は第 20 次調査の柱穴８～ 15 間で 9.2 ｍ（もしくはそれ以上）、梁行は今回のＰ１
～Ｐ４と第 20 次調査掘立柱建物２の柱穴８～ 17 間を合わせて、11.25 ｍの規模となる。

柱間は、梁行Ｐ１～Ｐ２間が 1.9 ｍ、Ｐ２～Ｐ３間が 1.75 ｍ、Ｐ３～Ｐ４間が 1.7 ｍ、桁行Ｐ４～
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は良くない。埋土は黒褐色～褐色粘質土・シルト質土で、土器の小片がわずかに出土したのみである。
Ｐ１からＰ５の出土遺物について図示できたものは第８図１～３である。

第 20 次調査掘立柱建物２を構成する桁行の柱穴８～ 15、梁行の柱穴８・16・17 についてみてみると、
掘立柱建物１と比較しても、柱穴の大きさや底面の高さにばらつきがあり、これらをすべて同じ柱列
とみなしうるかについては第 20 次調査担当者も再考の余地があるとしている。建物の主軸はＮ -58°
- Ｗにとり、掘立柱建物１とほぼ同様である。柱穴の深さは 0.1 ～ 0.4 ｍと遺存状態が良いとは言えな
い状況である。柱穴の平面形は掘立柱建物１と比較してまとまりがない。しかし、方形または略方形
を基調とする点では同様で、柱穴の程度には大小２種類があるようである。大きいものは一辺 0.6 ～
0.7 ｍを測り、掘立柱建物１の柱穴よりも小型である。より小さいものは柱穴９と柱穴 15 があり、９
は一辺 0.4 ｍ程の方形、15 は 0.3 ｍ程の不明な長方形状をなしている。柱穴 15 はやや異質であり、第
20 次調査担当者も他の柱穴と同列に扱うことには躊躇を覚えると記している。梁行部分の柱穴底は
標高３～ 3.2 ｍ、桁行部分の柱穴底は標高３～ 3.3 ｍである。柱間は梁行き部分の柱穴８・16・17 間
はそれぞれ等しく 1.7 ｍ、桁行部分は柱穴８～ 15 間がそれぞれ、1.2 ｍ、1.5 ｍ、1.1 ｍ、1.3 ｍ、1.7 ｍ、
1.2 ｍを測る。柱穴 11 ～ 12、12 ～ 13、14 ～ 15 間がやや狭くなっている。

今回検出したＰ１～Ｐ５は、第 20 次調査掘立柱建物２のものと規模や平面形を比較してもそのば
らつきの具合が類似している。底面の高さは、標高 3.3 ｍ程度で比較的によくまとまっている。柱間
については、桁行・梁行どちらもほぼ同様と言ってよい。ただし、今回検出したＰ１と第 20 次調査
柱穴 17 間の柱間は 2.2 ｍとなりやや広くなっている。

以上のことを踏まえ、第 20 次調査掘立柱建物２の中でやや異質な印象を受ける柱穴 15 をこの建物
の柱穴として認定しないとすると柱穴８～ 14 までが桁行、柱穴８～ 17・本調査Ｐ１～４を梁行とし
た６×６間、桁行８ｍ×梁行 11.25 ｍの規模の建物を想定することも可能であろう。また、今回の調
査で検出したＳＢ 90 とＳＢ 91 の柱穴は重複するものがなく、その先後関係が不明であるが、第 20
次調査の掘立柱建物１の柱穴２と掘立柱建物２の柱穴 16 が重複し、柱穴 16 の方が新しい。この状況
から、ＳＢ 90 よりもＳＢ 91 の方が新しいものと考えられる。

出土遺物（第８図）　１～３はＳＢ 91 で出土した。１・２はＰ４から出土した。１は壺の頸部から肩
部にかけての破片である。頸部から肩部への屈曲部分には工具を当てた痕跡はあるが、沈線となって
いるわけではない。全体にナデ調整されている。胎土には１～２㎜大の砂粒をわずかに含み、金雲母
粒子が多く含まれている。２は甕口縁部片である。口縁端部上面には強いナデが施されており、凹ん
でおり、口縁端部はわずかに上方につまみ上げられる。全体にナデ調整が施されている。焼成は良好で、
胎土には１～２㎜大の砂粒を多く含む。３はＰ５出土の甕胴部片である。甕棺の可能性もある。突帯
は断面台形で丁寧に成形されている。全体に摩滅はしているが、ナデ調整である。突帯下位にはにぶ
い赤褐色を呈する赤色顔料がわずかに付着する。焼成は良好で、胎土には１～２㎜大の砂粒を少量含
む。いずれも弥生時代中期後半に位置付けられよう。

２）溝（ＳＤ）（第９・10 図）
ＳＤ１（第７図）　調査区の北壁に沿って検出された溝である。現道路に平行しており、調査区東側
の撹乱孔によって途切れているが、調査区内をほぼ東西に横断し、本来はそのまま調査区外に延びて
いるものと考えられる。全長は 20 ｍ分が確認でき、幅は最も広いところで 1.3 ｍ、狭い部分でも 0.5
ｍを測る。幅についても、今回の調査では一部のみ確認できたに過ぎず、北側に広がっているものと
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第８図　SB91 実測図（１/80）、および出土遺物実測図
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第９図　SD68　実測図（１/100）

１　黒・黒灰色粘質土　青灰・灰オリーブ色粘質土
　　　　　　　　　　　～シルトが斑状に混じる
２　暗灰色粗砂

１　暗灰褐色粘質土　砂粒多く混じる
２　灰褐色粗砂

H=3.5m

H=3.5m

H=3.5m

土層①

土層①

土層②

土層②

1
2

2

1

2

2

推測される。深さは浅い部分で、10㎝程度、深い
部分でも 25㎝程度である。南側半分くらいがや
や浅く、そこから北側に向かって一段深くなって
いるような状況である。埋土は黒・黒灰色～暗灰
褐色粘質土で、青灰・灰オリーブ色粘質土～シル
トが斑状に混じる。底面に近い部分には暗灰～灰
褐色粗砂が部分的にみられる。底面はやや凹凸が
ある。出土遺物は弥生土器・土師器・須恵器など
が出土した。割合としては弥生土器が多いが、古
墳時代から古代の土師器や須恵器片も出土してい
る。

また、本調査地点の西側約 450 ｍ地点で実施さ
れた第 10 次調査の北側では、現行道路に平行し
ながらＮ -83°- Ｅの方向で走る、幅 5.3 ～ 5.8 ｍ、
深さ約 30㎝を測る大溝が確認されている。埋土
は暗褐色土で下層に黒褐色土や砂層があったよう
である。８～９世紀代の土師器・須恵器等が少量
ながら出土している。この大溝は条里の方向を存
続する現在の道路に沿い、有田遺跡群第３次、第
81 次調査でも同様の規模の溝が検出され、その
延長であることが指摘されている。そのさらに延
長上にこの溝が存在しており、これらの溝の延長
である可能性がある。
出土遺物（第 10 図）　４～ 11 はＳＤ 68 から出
土した。４は長頸壺の口縁部片とみられる。口縁
部にはさらに粘土を貼りつけ、水平に近い口縁部
を作り、口縁部内側にも肥厚させている。口縁端
部は欠損している。全体に摩滅しており、調整は
不明瞭である。口縁部上面と頸部外面には赤色顔
料がわずかに残っている。焼成は良好で、胎土に
は１～２㎜大の砂粒を多く含み、金雲母粒子がわ
ずかに含まれる。５は突帯の付く甕もしくは壺の
胴部片である。突帯は断面略方形で、中央部がナ
デにより凹んでいる。全体に磨滅するが、外面に
は全面に赤色顔料が塗布されている。胎土には 0.5
～１㎜大の砂粒が多く混じり、金雲母粒子が少量
含まれる。６は甕あるいは壺の底部である。復元
底径は 9.5㎝を測る。外面には板状工具によるナ
デ調整の痕跡が残る。胎土には１～２㎜大の砂粒
が多く混じる。７は甕底部で、復元底径 7.5㎝を

0 5m 
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第10図　SD68 出土遺物実測図（１/３）

4
5

6 7

11
109

8

測る。８は土師器甕の口縁部で、わずかに屈曲しながら外に開く。胎土には極小さな砂粒や金雲母の
粒子を少量含む。９は土師器甕の口縁部～胴部片である。頸部から急激に外に開き、口縁端部はわず
かに上方へつまみ上げられる。頸部外面には一条の沈線が巡る。外面頸部から下位は粗いハケメ、内
面は板状工具によりナデ調整される。10 は土師器高坏の脚部で、全体に磨滅するが、内面にはしぼ
り痕跡、外面は工具によるナデ調整がみられる。胎土には 0.5㎜大の砂粒、金雲母粒子がわずかに混
じる。11 は土師器の支脚の裾部片で、全体に磨滅するが、外面は工具ナデ、内面はナデ調整される。
外面には全体に煤が付着する。また、図示できなかったが古代の須恵器坏や甕、土師器坏の小片も出
土している。これらの出土遺物から、この溝の年代は８世紀～９世紀頃と推測される。

３）井戸（ＳＥ）
井戸と考えられる遺構を１基検出した。

ＳＥ 80（第 11 図）　調査区の西側中央付近で検出した。自然の落ち込みと考えられるＳＸ 89 に切
り込んでいる。平面楕円形を呈し、長軸 1.15 ｍ、短軸 1.03 ｍ、深さ 0.7 ｍを測る。検出した面から深
さ 25㎝程度まで２～ 15㎝の礫が敷き詰められているような状況であった。そこから 25㎝ほどには礫
が密集した状態ではなくなり、下部 20㎝ほどには礫がまばらにはみられるようになる。底面の標高は、
2.7 ｍ程度である。埋土は黒・黒灰色～暗灰褐色粘質土で、粗砂が多く混じる。底面に近い部分は暗
灰～灰褐色粗砂となり、標高 2.8 ｍ程度で湧水する。出土遺物は弥生土器や古式土師器、土師器、須
恵器片等があるが、いずれも小片で図示できなかった。土師器皿等からこの井戸は 13 ～ 14 世紀代の
ものと推測される。

４）小穴（ＳＰ）（第 12 図）
調査では、多くの小穴を検出したが、そのうちの一部を報告する。小穴の多くは調査区の中央付近

から東側に位置しており、中央から西側にかけて検出したＳＸ 89 を挟んで、調査区の西端付近でも
検出した。このような状況から、調査区外西側にも遺構が広がっているものと考えられる。
ＳＰ９　ＳＰ９は調査区の北側中央部やや東寄りに位置する。平面形はいびつな円形を呈し、径 0.25
ｍ、深さは 0.35 ｍを測る。検出面から約 0.1 ｍで少しすぼまり、下部はわずかにすぼまりながら底面
に達する。掘り方は一部オーバーハングする部分がある。埋土は暗褐色粘質土で、暗灰オリーブ色粘
質土が斑状に少し混じる。
出土遺物　12 はＳＰ９で出土した。口径 9.5㎝、底径 7.2㎝に復元でき、器高は 1.2㎝である。体部は
やや厚く、口縁部に向かってわずかに内湾しながら外に開く。底部は回転糸切りで、全体にナデ調整
される。焼成は良好で、胎土には 0.5 ～１㎝の砂粒をわずかに含み、金雲母粒子が多く混じる。出土

--[l---＝》 ＼一口／二□/
0 / ／0cm:―~)口＿＼一
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第11図　SE80 実測図（１/20）

H=3.5m

0 １ｍ  

遺物から 12 世紀後半頃に位置づけられる。
ＳＰ 12　ＳＰ 12 は調査区の中央北寄りに位置す
る。平面形はややいびつな円形で、径 0.23 ｍ、深
さ 0.4 ｍを測る。埋土は暗褐色粘質土で、焼土およ
び炭化物粒が混じる。
出土遺物　13 ～ 18 はＳＰ 12 から出土した。13 は
白磁の椀口縁部である。おそらく白磁椀Ⅵ類に該
当するもので、口径 12 ～ 14㎝程度の中形椀か。口
縁端部はわずかに弱く外反する。体部はやや内湾
気味に外に開く。胎土は精良で、黒色粒子をわず
かに含む。14 は土師器皿で、高さ 1.2㎝ほどが残存
する。体部は厚く、口縁部は底部から直線的に外
に開く。底部は回転糸切りで外面には薄く煤が付
着している。全体にナデ調整される。焼成は良好で、
胎土には 0.5 ～１㎜大の砂粒がわずかに混じる。15
は龍泉窯系青磁皿の口縁部で、皿Ⅰ - ２ａもしくは
ｂ類に該当するものとみられる。体部中位で屈曲
し、口縁部は直に引き出される。先端部はやや薄
くなるがやや丸みをもつ。胎土は緻密で、灰色を
呈し、釉調はやや青味がかった緑色である。16 は
龍泉窯系青磁椀の胴部から口縁部片で、Ⅰ - ４ｄ類
に該当する。口縁端部は丸くやや肉厚で、わずか
に外反する。体部下位は腰が張り重心が低い。胎
土は灰色で精良、釉は灰緑色を呈し、半透明で平
均的に掛かる。櫛刀により体部内面を分割し、そ
の中に花文が施されている。17 は土師器坏の口縁
部で、復元口径 15.6㎝を測る。やや内湾しながら
立ち上がり、端部はやや尖り気味に納める。胎土
には１～２㎜大の砂粒を多く含み、金雲母粒子も
多い。18 は土師器鍋の口縁部片とみられる。口縁
部は内傾するように図示しているが、本来は外傾
し、やや丸い胴部から外に開く口縁部であろう。外面から口縁端部付近の内面までは粗雑なナデ調整、
内面は横方向の刷毛目が残る。焼成は良好で、胎土には１㎜大の砂粒を多く含む。出土遺物からＳＰ
12 は、12 世紀中頃～後半の所産と考えられる。
ＳＰ19　ＳＰ19は調査区の中央やや東寄りに位置する。平面形は隅丸長方形で、長軸0.48ｍ、短軸0.38
～ 0.43 ｍ、深さ 0.2 ～ 0.28 ｍを測る。南側がやや浅く、北側が深い。埋土は暗灰褐色粘質土、暗灰褐
色砂質土、灰褐色砂質土で炭化物を含む。土層の状況から掘り直された柱穴とみられる。遺物は出土
していない。
ＳＰ 26　調査区の東側中央部に位置する。ＳＢ 90 のＰ２と重複し、これよりも新しい。平面形は
ややいびつ円形で径約 0.3 ｍ、深さは 0.24㎝を測る。埋土は暗灰褐色粘質土で、砂質が強い。炭化物・
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第12図　小穴（ＳＰ）および出土遺物実測図（１/20、遺物はすべて１/３）

１　暗灰色粘質土　炭化物含む
２　暗灰褐色砂質土　鉄分沈着
３　灰褐色砂質土　砂感強い
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第13図　SX89 実測図（１/80）

SE80

SP57

H=3.5m

１　黒褐・黒色粘質土　粘性強い　粗砂混じる
　　１㎝～こぶし大の礫が混じる
２　暗灰・暗褐色粗砂

0 2m

SP59

1
1 2

焼土粒を多く含んでいる。埋土中からは、６個体分の土師器皿がまとまって出土した。底部直上に丸
みを帯びた径 10㎝程の礫が据えられ、その上部に土師器皿が重なるようにして置かれている。建物
廃絶時等に行われた、祭祀的な意味合いをもつ埋納遺構の可能性があろうか。
出土遺物　19 ～ 24 はＳＰ 26 からまとまって出土した土師器皿である。19 は口縁部の１/ ３程度が
欠損する。口径 9.3㎝、底径 6.5㎝、器高 1.3㎝を測る。口縁部はやや厚い底部から、直に引き出される。
底部は回転糸切りで板状圧痕が残る。胎土には 0.5 ～１㎝の砂粒がわずかに含まれ、金雲母粒子が多
い。20 は口縁部の１/ ３程度が欠損する。口径 9.3㎝、底径 6.7㎝、器高 1.25㎝を測る。底部は回転糸
切りで、板状圧痕が残る。外面に煤が付着する。21 は全体の１/ ３程度が残存し、口径 9.4㎝、底径 7.0
㎝に復元される。器高は 1.3㎝を測る。内面および外面底部中ほどまで煤が付着している。底部は回
転糸切りで、板状圧痕が残る。22 は口縁部の１/ ６程度が欠損する。口径 9.0㎝、底径 6.4㎝、器高 1.5
㎝を測るが、歪んでいる。底部は回転糸切りで、板状圧痕が残る。全体に煤が付着する。胎土には 1
㎜大の砂粒を多く含む。23 は１/ ２程度が残存する。復元口径 9.9㎝、底径 7.0㎝、器高 1.2㎝を測る。
底部は回転糸切りで、板状圧痕が残る。胎土には 1 ～ 2㎜大の砂粒をわずかに含み、金雲母粒子が多
く混じる。24 は底部のみ残存する。底径 10．1㎝程度に復元できる。24 のみ、他の５点より法量が
大きい。底部は回転糸切りで、板状圧痕が残る。１㎜大の砂粒をわずかに含み、金雲母粒子が多く含
まれる。出土遺物から、ＳＰ 26 は 13 ～ 14 世紀頃に位置付けられよう。
ＳＰ 30　調査区の東側中央付近に北西隅近くに位置する。平面形は長楕円形を呈し、長軸 0.38 ｍ、
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第14図　SX89 出土遺物実測図（１/３）
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短軸 0.24㎝、深さ 0.2 ～ 0.25㎝を測る。東側がやや浅く、西側が深い。埋土は暗灰褐色粘質土で、炭
化物を含む。埋土中から弥生土器や古式土師器の壺・甕とみられる破片がわずかに出土した。
出土遺物　25 はＳＰ 30 から出土した。土師器の二重口縁壺の口縁部片である。口縁部はわずかに外
販しながら外に開く。全体に磨滅するが、内外面ともナデ調整されている。出土遺物からＳＰ 30 は
古墳時代前期頃の所産か。
ＳＰ 51　調査区の中央北寄りに位置する。ＳＸ 89 と重複し、これよりも古い。南側は、ＳＸ 89 に
壊されているため、全体の形状は不明だが、やや歪な長楕円形を呈するものとみられ、現状、南北 0.6
ｍ、0.67 ｍが残存する。中央付近から一段低くピット状に掘り下げられている。浅い部分は 5 ～８㎝、
深い部分で約 0.3 ｍを測る。このピットの底面上５㎝程には、長さ 12㎝、幅８㎝、厚さ４㎝程の板が
据えられたように出土したが、柱の礎板である可能性もあろう。埋土は暗褐色粘質土で、埋土中より
弥生時代中期後半頃の甕等の破片がわずかに出土したが、いずれも小片で図示できるものはない。
ＳＰ 57　調査区の中央付近やや南寄りに位置する。ＳＸ 89 と重複し、これよりも新しいと考えら
れる。平面形はややいびつな円形を呈し、長軸 0.25 ｍ、短軸 0.2 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。検出面か
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第15図　その他の出土遺物（１/３）
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ら５㎝程度掘り下げたところで、層安窯系青磁皿の底部がほぼ水平な状態で出土した。埋土は暗灰褐
色粘質土で、粗砂を多く含み、炭化物粒が少量混じる。埋土から弥生土器、土師器片が少量出土した。
出土遺物　26 はＳＰ 57 から出土した同安窯系青磁皿で、皿Ⅰ -1 ｂ類に該当する。底部のみ残存し、
口縁部は打ち欠かれたものか。底径は 5.2㎝で体部下半は露胎となっている。内面にはジグザク状の
櫛点描文とヘラ状工具による施文がみられる。胎土は灰色を呈し精良で、釉は青味がかった緑色であ
る。出土遺物からＳＰ 57 は 12 世紀中頃～後半の遺構と考えられる。
ＳＰ 59　調査区の中央付近南寄りに位置する。ＳＸ 89 と重複し、これよりも新しいと考えられる。
平面形はいびつな方形を呈し、長軸 0.45 ｍ、短軸 0.35 ｍ、深さは 0.2 ｍを測る。断面すり鉢状で、埋
土中から完形の土師器皿１点が出土した。埋土は暗灰褐色粘質土で、粗砂を多く含む。
出土遺物　27 はＳＰ 59 から出土した土師器皿である。完形で口径 9.2㎝、底径 7.2㎝、器高 1.7㎝を測
る。底部は回転糸切りで、全体にナデ調整される。胎土には１～２㎜大の砂粒をわずかに含み、金雲
母粒子が多く混じる。出土遺物からＳＰ 59 は 13 ～ 14 世紀の遺構とみられる。

５）性格不明遺構（ＳＸ）（第 13・14 図）
ＳＸ 89（第 13 図）　調査区の中央付近から西側にかけて広がっている。現状で平面形は略長方形
を呈し、長軸約 10.4 ｍ、短軸約 8.3 ｍを測る。深さは北西～西側で深く、深いところで約 40㎝、南西
～東側にかけては浅く、５～ 10㎝前後の部分もある。ＳＥ 80 やＳＰ 57・ＳＰ 59 等はこのＳＸ 89 に
切り込んでおり、ＳＸ 89 はこれらよりも古い。埋土は暗褐色・黒褐色粘質土～シルトで、底面付近
には粗砂が多くみられる。また底面には凹凸が多い。埋土中には弥生土器を主体として、古墳時代・
古代・中世の土器・須恵器等が少量混じる。また南側で実施された第 20 次調査でもこのＳＸ 89 と連
続する自然の落ちが確認されており、瓦質土器を含む弥生時代中期後半の遺物を主体として、古代・
中世の土器が若干混じっていたようである。
出土遺物（第 14 図）　27 ～ 46 はＳＸ 89 から出土した。27 ～ 35 は弥生土器で、27 は袋状口縁壺の
口縁部下～頸部片である。頸部外面は丁寧なミガキ、内面は工具によるナデ調整。外面には全体に
赤色顔料が塗布される。28 は甕口縁部で、口縁部下には断面三角形の突帯の一部が残る。29・31 は
壺、30 は甕の底部である。29・31 とも外面には赤色顔料が塗布される。29 の外面は丁寧にミガキが
施される。30 の外面はハケメ及び工具によるナデ、内面は工具によるナデ調整が施される。外面底
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部付近には黒斑がみられる。32・33・34 は高坏坏部片で、33 の坏部内面、34 の内外面にはミガキが
施される。34 の坏部内面には一部に黒斑がみられ、２次的な被熱によるものか赤変する。35 は器台
で、全体にナデ調整されるが雑で、粘土紐の接合部がみえる。36 ～ 44 は土師器である。36 は二重
口縁壺口縁部で、胎土には 0.5 ～１㎜大の砂粒・金雲母粒子をわずかに含む。37 は甕の頸部～肩部片
で、肩部外面はハケメ、内面はケズリ、頸部内面は工具によりナデ調整される。38・39 は甕胴部片。
ともに外面はハケメ、内面はケズリが施される。40・41 は小型丸底壺で、40 は口径 9.2㎝に復元でき
る。内外面はナデ調整される。41 の外面はハケメ、内面は工具によりナデ調整される。一部に黒斑
がみられる。42 は坏口縁部片で、全体にナデ調整される。43 は高坏坏部で、口径 23.3㎝に復元できる。
全体に磨滅するが、外面はタタキ後ミガキ、内面はミガキが施される。44 は鉢で、口径 16.4㎝に復元
できる。外面は粗いハケメ、内面は工具によりナデ調整される。45・46 は須恵器甕で、45 は焼成不
良のため、赤褐色を呈する。46 は外面は平行タタキ、内面は同心円の当具痕がみえる。

６）その他の出土遺物（第 15 図）
検出面及び遺構以外で出土した遺物の一部をここで報告する。47 は広口壺の口縁部で、口唇部は

中央がわずかに凹む。剥落が著しいが、全体に赤色顔料が塗布されていたようである。48 は壺底部で、
外面はミガキが施され、赤色顔料が塗布される。49 は甕底部で、外面は粗いハケメ、内面は板状工
具によりナデ調整される。50 は高坏で、坏部接合部のみの破片である。全体にナデ調整か。51 は甕
胴部で刻み目のある断面台形の突帯が貼付される。52 は甕口縁部片。内面には泥漿の痕跡がみられる。
口縁部下位には断面方形の突帯が貼付される。53 は小型丸底壺で、内面はケズリ、外面は工具によ
るナデ調整が施される。54 は土師器皿で、口径 8.09㎝、底径 6.1㎝に復元できる。磨滅するが、全体
にナデ調整される。55 は龍泉窯系青磁椀で、椀Ⅰ - ２類に該当する。口縁部は丸く肉厚で、わずかに
外反する。内面には片切彫りにより二重圏線と花文が施される。全体に磨滅するが、釉は灰緑色を呈
する。56 は土師器七輪の火皿受け部片か。一部に煤が付着する。

Ⅴ．結語
本調査の成果について簡単にまとめたい。調査地は原遺跡包蔵地範囲の北東端にあたり、微高地の

先端部分に近い。同一敷地南側では、過去に第 20 次調査が実施されており、その調査で検出されて
いた、弥生時代中期後半の掘立柱建物２棟の延長を確認することができた。建物の復元については検
討の余地があり、また柱穴の全てが検出されたわけではなく、全体の規模は明確にはできなかった。
第 20 次調査や周辺の調査区において確認されている同時期の竪穴住居やその他の遺構の配置や構成
を検討することで、集落内の様相がより明確になるだろう。古代に位置付けられるものとしては、調
査区北側で検出したＳＤ 68 があるが、これは第 10 次調査で確認されている大溝ＳＤ６の延長である
と推測した。この溝は古代官道の側溝であった可能性があるものだが、一部分のみの検出にとどまり、
周辺での調査の進展に期待したい。また、調査区内では多く小穴を検出したが、これらはほとんどが
中世前期の 12 世紀中頃～ 14 世紀代に位置付けられるものと考えられる。建物の復元はできなかった
が、周辺の調査事例をみると、区画溝と考えられるものが検出され、その内部に掘立柱建物が展開す
る様子が窺える。今回検出した小穴群もこれら中世の遺構群と関連するものである可能性は高い。

今回の調査では、遺跡範囲の北東端部における弥生時代から中世にかけての集落の展開とその様相
をうかがえる成果を得ることができた。
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第 36 次調査地点より西を望む



写真図版 1

写真１　調査区全景（西から）

写真２　調査区全景（南から）



写真図版 2

写真３　調査地点全景（西から） 写真４　調査区西壁土層（南東から）

写真５　調査区北壁土層（南東から） 写真６　調査区北壁土層　中央付近（南から）

写真７　SE80 検出状況（南から） 写真８　SE80 掘り下げ状況（南から）

写真９　SE80　掘り下げ状況（南から） 写真 10　SE80　完掘状況（南から）



写真図版 3

写真 11　SB90・SB91 検出状況（北東から） 写真 12　SB90・SB91 検出状況（南西から）

写真 13　SB90・SB91 完掘状況（南西から） 写真 14　SB90・SB91 完掘状況（南西から）

写真 15　SD68 全景（西から） 写真 16　SD68 全景（東から）

写真 17　SD68 土層断面（東から） 写真 18　SP57　遺物出土状況（南から）
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写真図版 4

写真 19　SP59　遺物出土状況（東から） 写真 20　SP51　礎板か 出土状況（北から）

写真 21　SP26 遺物出土状況　１段目（西から） 写真 22　SP26 遺物出土状況　２段目（北から）

写真 23　SP26　遺物出土状況　３段目（西から） 写真 24　SP26　遺物出土状況　４段目（西から）

写真 25　SX89　全景（南から） 写真 26　SX89 土層断面（南東から）
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調壺地は原遺跡包蔵地範囲の北東端にあたり、微麻地の先端部分に近い。同一敷地南側では、過

去に第 20次調査が実施されており、その調査で検出されていた、弥生時代中期後半の掘立柱建物2

棟の延長を確認することができた。建物の復元については検討の余地があり、また柱穴の全てが検

出されたわけではなく、全体の規模は明確にはできなかった。古代に位罷付けられるものとしては、

調査区北側で検出したSD68があり、第 10次調査で確認されている大溝SD6の延長であると推

要 約
測した。この溝は古代官道の側溝であった可能性があるが、一部分のみの検出にとどまる。調査で

は多くの小穴を検出したが、これらはほとんどが中世前期の 12世紀中頃～ 14世紀代に位置付けら

れるものと考えられる。建物の復元はできなかったが、周辺の調査事例をみると、区画溝と考えら

れるものが検出され、その内部に掘立柱建物が展閲する様子が窺える。今回検出した小穴群もこれ

ら中世の遺構群と関連するものである可能性は底い。

今回の調査では、遺跡範囲の北東端部における弥生時代から中世にかけての集落の展開と当該期

の様相をうかがえる成果が得られた。




